

別紙１

運営負担金に係る取扱い

（運営負担金の費用区分）
第１　医療費助成の実施主体は、年度ごとに、次に掲げるＰＭＨにおける医療費助成オンライン資格確認等事務等に要する費用について、第２により算出された額を、運営負担金として支払うものとする。
⑴　ＰＭＨにおける医療費助成オンライン資格確認等事務等に係るシステムに要
　する費用
⑵　ＰＭＨに係るその他業務に要する費用
⑶　ＰＭＨに係るＤＸ審査支払機構の運営に要する費用


（運営負担金の額）
第２　運営負担金の額は、ＰＭＨの運営に当たって、１か月当たり医療費助成の制度別延べ対象者一人当たりにつき要する費用の額（以下「制度別延べ助成対象者１人当たり月額単価」という。） として、ＤＸ審査支払機構が厚生労働省等と協議した上で決定する次の制度別延べ助成対象者１人当たり月額単価に、医療費助成の実施主体の令和８年XX月現在における助成対象者数を乗じて得た額（乗じた後に生じる１円未満の端数は切り捨てとする。）を月額とする。
２　制度別延べ助成対象者１人当たり月額単価は、次のとおりとする。
ＰＭＨにおける医療費助成オンライン資格確認等事務等運営負担金
●円●銭（消費税相当分を含む）
３　第３により年払いを希望する場合は、月額の合計額とする。

（運営負担金の支払方法）
第３　医療費助成の実施主体は、運営負担金の支払方法について、原則月払いとし、年払いを希望する場合は、令和９年４月１６日（金）までにＤＸ審査支払機構へ書面申請をするものとする。
なお、支払方法は、年度ごとに自動更新され、年度途中の変更はできないものとする。

（ＤＸ審査支払機構からの請求）
第４　ＤＸ審査支払機構は、医療費助成の実施主体に対し、第２により算出された運営負担金の額を、別表に定める「請求日」までに請求するものとする。

（医療費助成の実施主体からの支払）
第５　医療費助成の実施主体は、第４のＤＸ審査支払機構からの請求に対し、別表に定める「支払日」までに支払うものとする。

（遅延利息）
第６　医療費助成の実施主体が、自己の責に帰すべき理由により、前項に定める期日までに第４により請求した費用を支払わないときは、医療費助成の実施主体は、当該期日の翌日から、ＤＸ審査支払機構が医療費助成の実施主体に運営負担金の請求を行った日において効力を有する、政府契約の支払遅延防止等に関する法律（昭和２４年法律第２５６号）第８条第１項の規定に基づく政府契約の支払遅延に対する遅延利息の率の割合で計算した金額を遅延利息としてＤＸ審査支払機構に支払うものとする。
ただし、計算した遅延利息の額が百円未満であるときは、遅延利息を支払うことを要せず、その額に百円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てるものとする。

（協議）
第７　この取扱いに定めのない事項又はこの取扱いの事項を適用することが困難な場合、医療費助成の実施主体とＤＸ審査支払機構は協議するものとする。



別表

運営負担金の請求日及び支払日
【月払い】
	対象月
	請求日
	支払日

	令和９年４月
	５月10日（月）
	５月31日（月）

	５月
	６月３日（木）
	６月30日（水）

	６月
	７月５日（月）
	７月30日（金）

	７月
	８月4日（水）
	８月31日（火）

	８月
	９月３日（金）
	９月30日（木）

	９月
	10月５日（火）
	10月29日（金）

	１０月
	11月４日（木）
	11月30日（火）

	１１月
	12月３日（金）
	12月28日（火）

	１２月
	令和１０年
1月６日（木）
	令和１０年
1月31日（月）

	令和１０年１月
	２月３日（木）
	２月29日（火）

	２月
	３月３日（金）
	３月31日（金）

	３月
	４月５日（水）
	4月28日（金）



【年払い】
	対象年度
	請求日
	支払日

	　令和９年度
	５月10日（月）
	５月31日（月）



